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いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます

　今年で 4 回目となる「秋の山野草と
コケ玉展示会」が 13、14 日の 2 日間、
多良木町の国指定重要文化財「太田家
住宅」で開催されました。地元の愛好
家 20 人でつくる「草びより草友会（竹
下保正会長）」が主催し、会員が持ち寄っ
た山野草やコケ玉、コケ盆景などの約
150 作品が、来場者たちの目を楽しま
せました。また、会場近くにある会員宅
では、赤飯や豚汁などの振る舞いがあっ
たり、永年山野草を手掛けてこられた
中田道弘さん（鹿児島県）を講師に招き、
コケ玉作りの体験会や、作品の販売会
なども行われ、多くの来場者で賑わい
ました。竹下会長は「他からの借り物
は一切なく、自分たちで出来ることを
やろうと取り組んできましたが、今年
は特に会員が（作品作りなどに）熱心
な年でした。若い方も入会し、取り組む姿勢が前向きで良かったと思います。
お客様にも沢山来て頂いて、お客様自身も満足のいく展示会になったのでは
ないでしょうか」と、目を細めておられました。なお、最高賞である金賞は、
山苔、ヒノキ苔、ハイ苔と３種類の苔を使用し。稲やキビなどの刈取り時期
を迎えた田園風景を表現し、作品を仕上げた星原充子さんが見事受賞されま
した。その他上位各賞は
以下の通りとなります。

銀賞：味岡三和さん
銅賞：松本康子さん
会長賞：松本美智子さん
特別賞：星原充子さん 金賞を受賞した

  星原充子さん
作品の説明をする竹下会長

( 左から２人目 )

秋の山野草とコケ玉展示会 球 磨 ん 文 化 財 巡 り NO.42

　天和二年（1682）に
東林寺（人吉市）の天端
和尚が勢松庵のために伊
勢神宮と勸請し護神塚の
碑を建て当地の繁栄を祈
願して建てた神社です。

伊勢皇大神宮

　貞享二年（1685）再興等の
事績があり、延宝八年（1680）
人吉の東林寺の開山に続いて、
精力的に郡内の社寺の開基、再
興にあたったことがわかります。
この頃の伊勢本は赤川（あかご
う）村と言って、かつて久米氏
の本拠であった久米郷奥野村の
圏内にあり、現在の古多良木地
区も赤川村に含まれていました。

（あさぎり町岡原北伊勢本）

弁天堂 護神塚

次のページへどうぞ

　球磨人吉中体連駅伝大会が、10月 1６日に開催
されました。沿道には、家族や市町村の教育関係
者も応援に駆けつけ、声援をおくられていました。
レースの結果は、優勝が男女共に人吉二中。男子
準優勝があさぎり中。女子準優勝が山江中でした。
上位２位チームが県大会への切符を手にしました。
みなさんお疲れさまでした。

　日に日に秋の深まりを感じるようになりまし
た。近くにあるイチョウの葉も色づき始め、緑色
から黄色へのグラデーションが綺麗ですね。天気
の良い日は、秋を感じに外へ出かけてみてはいか
がでしょうか？

男子スタート

女子スタート

あさぎり中学校

水上中学校

多良木中学校

水上中学校湯前中学校

球磨人吉中体連駅伝大会

多良木町民体育館ファミリーマート

多良木高校オサダ

←免田 湯前→

セブンイレブン

伊勢皇大神宮

湯前中学校

多良木中学校

あさぎり中学校

永北地区

竹野地区

公立多良木病院
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原
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.43

　先日、一階の渡り廊下にいた青い鳥
「ルリビタキ」の身体を撫でながら、「ど
うした。何かあった」と尋ねると、大
きくくちばしを開け「チッチッ」と答
え、驚きとともに素敵な会話の出会い
があった。数日後、数名の大学生に「不
安に思うことは」と尋ねてみた。すると、

「時流への対応」と「親」との答えが返っ
てきた。「時流への対応」は確かにＡＩ
技術による４次産業の急激な変化や将
来の不透明さなど理解できる。しかし、

「親」には驚きと衝撃を受け、「なぜ親
ですか」と聞き返せなかった。「親」が
気にかかり、三日間の連休はフロレン
ス・ナイチンゲール著の【看護覚え書】
を読むことにした。８日の朝、読み終
え、「何かに対して《使命》を感じると
はどういうことか。それは何が《正し
く》何が最善であるかという、あなた
自身が持っている高い理念を達成させ
るために自分の仕事をすることであり、
もしその仕事をしないでいたら『指摘
される』からするのではない。これが

《熱意》というものであり、自分の《使

命》を全うするには誰でも持たなけれ
ばならない。看護師は、人間を対象に
仕事をする。自分自身の理念の満足を
求めて病人の世話をするのでない限り、
ほかのどんな『指示命令』によっても、
熱意を持って看護することはできない
であろう。」という文面が心に残った。
根本は理念、「ものの見方・考え方」な
んだとうなずき納得した。ほっと一息。

【看護覚え書】を机の上に置き、新聞を
手に取って開いた。すると、ノーベル
平和賞ムクウュゲ氏に聞く、「性暴力の
背景に資源争奪」の記事、『１歳半の女
児がレイプされ、手術を重ね、命は助
かった。とても悲しかった。治療に携
わったスタッフの多くが心的外傷（ト
ラウマ）を抱いた』と述べ、性暴力の
解決に向けた取り組みを国際社会に求
めた。」との内容に驚いた。解決は理念
によるものではないのか。大学生の言
う「親」は、親の教えに不安を感じた
のではないのかと思ったりした。

次回の発行日は１１月１０日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

多良木警察署だより

（原稿提供：多良木警察署）

みんなでまもる

（原稿提供：多良木高等学校 川北禎一先生）

〜「 も の の 見 方・ 考 え 方 」 理 念 〜

　高等部では、熊本県
特別支援学校技能検定

（清掃）に向けて、休
み時間や掃除の時間を
使って検定種目の練習
に取り組みました。検
定種目は、①テーブル
拭き、②自在ぼうき、
③水拭きモップ、④ダ
スタークロスの 4 種目
で、本校からは２３人
の生徒が受検を希望し
ました。この技能検定

は、特別支援学校に在籍する高等部生徒の進路や生活を見据えた取組
として、２年前から実施されており、年々、受検希望者も増えてい
ます。掃除の意味をしっかり理解できると共に、受検という日頃な
かなか経験できない緊張感を味わうことができる良い機会です。取
組をとおして培った力を家庭生活や卒業後の生活につなげることが
できることを期待しています。

熊本県特別支援学校
技能検定（清掃）に向けての取組
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スポーツ愛・Ｉ・ アイ

郡市中体連秋季陸上大会

選手・応援の皆さん、お疲れさまでした！

水上中応援

湯前中応援

　先月９月１１日に「郡市中体連秋季陸上大会」が、多良木町多目的総合グラウンドにて開催されました。スナップ
写真を一部掲載します。


